
新旧対照表 

令和３年１０月２５日改正 

改正前 改正後 

第１章 計画のテーマ 

 千葉市緑と水辺のまちづくりプラン（以下、

「本計画」という。）は、本市の５０年後を見

据え、豊かな緑と水辺を次代に引き継ぐため、

市民、団体、企業、大学など、多様な主体と行

政が連携・協力して取り組む、平成２４年度か

ら平成３３年度までの１０年間の緑と水辺の

まちづくりの基本方針となる計画です。 

 

（略） 

 

第３章 

表１「民有地の緑を良好に守り育てる」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２「いきいきとした公園にする」の数値目標 

 

 

 

 

 

表３「緑のあふれるまちをつくる」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 

 千葉市緑と水辺のまちづくりプラン（以下、

「本計画」という。）は、本市の５０年後を見

据え、豊かな緑と水辺を次代に引き継ぐため、

市民、団体、企業、大学など、多様な主体と行

政が連携・協力して取り組む、平成２４年度か

ら令和４年度までの１１年間の緑と水辺のま

ちづくりの基本方針となる計画です。 

 

（略） 

 

第３章 

表１「民有地の緑を良好に守り育てる」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２「いきいきとした公園にする」の数値目標 

 

 

 

 

 

表３「緑のあふれるまちをつくる」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 「 民有地の緑を良好に守り育てる 」 の数値目標 

項目    年度 平成 22年度(現況) 平成 33年度(目標) 

森 林 面 積 ※１ 4,501 ha 4,381 ha※2 ※３ 

谷津田の保全面積 39.8 ha 70.0 ha 

里山地区の指定 3か所 6か所※３ 

特別緑地保全地区の指定 11地区 21地区 

特別緑地保全地区面積 51.3 ha 66.3 ha 

市民緑地の設置 12か所 32か所 

市民緑地面積  13.3 ha 33.3ha 

 

表１ 「 民有地の緑を良好に守り育てる 」 の数値目標 

項目    年度 平成 22年度(現況) 令和 4年度(目標) 

森 林 面 積 ※１ 4,501 ha 4,381 ha※2 ※３ 

谷津田の保全面積 39.8 ha 70.0 ha 

里山地区の指定 3か所 6か所※３ 

特別緑地保全地区の指定 11地区 21地区 

特別緑地保全地区面積 51.3 ha 66.3 ha 

市民緑地の設置 12か所 32か所 

市民緑地面積  13.3 ha 33.3ha 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 平成 33年度(目標) 

長寿命化計画に基づく遊具の更新 35 基 1,000 基 

管理に市民が関わっている公園 429公園 500 公園 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 令和 4年度(目標) 

長寿命化計画に基づく遊具の更新 35 基 1,000 基 

管理に市民が関わっている公園 429公園 500 公園 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 平成 33年度(目標) 

接道部緑化助成 － 2.0 km 

屋上壁面緑化助成 － 50か所 

中心市街地の緑視率 
(25％以上) 

0か所 10か所 

緑地協定実績  175 地区 197地区 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 令和 4年度(目標) 

接道部緑化助成 － 2.0 km 

屋上壁面緑化助成 － 50か所 

中心市街地の緑視率 
(25％以上) 

0か所 10か所 

緑地協定実績  175 地区 197地区 

 



改正前 改正後 

表４「公園や水辺の魅力を高める」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５「花のあふれるまちをつくる」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

表６「行動する人を育てる」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

第４章 緑地等の確保目標 

表７ 市街化区域内の緑地の確保目標 

 

 

 

表８ 緑被地の確保目標 

 

 

 

表９ 市民実感の目標 

 

 

 

 

（略） 

表４「公園や水辺の魅力を高める」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５「花のあふれるまちをつくる」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

表６「行動する人を育てる」の数値目標 

 

 

 

 

 

 

第４章 緑地等の確保目標 

表７ 市街化区域内の緑地の確保目標 

 

 

 

表８ 緑被地の確保目標 

 

 

 

表９ 市民実感の目標 

 

 

 

 

（略） 

 

項目    年度 平成 21年度(現況) 令和 4年度(目標)  概ね 50年後 

緑被地の 

確保目標 

13,168 ha 

48.4 ％ 
現状維持  ５割以上 

 

項目    年度 平成 21年度(現況) 令和 4年度(目標)  概ね 50年後 

市内の花や緑は豊かだと 

感じている市民の割合 
62.3 ％ ７割以上 

 

８割以上 

身近な水辺に親しみを 

感じている市民の割合 
36.4 ％ ４割以上 ６割以上 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 令和 4年度(目標)  概ね 50年後 

市街化区域内

の緑地の確保

目標 

1,330 ha 

10.3 ％ 

1,410 ha 

11.0 ％ 
 さらに増 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 平成 33年度(目標) 

公園・緑地※１ 1,159か所 1,281か所 

公園・緑地面積 968 ha 1,075 ha 

大規模な公園※２の利用者数 314 万人 350 万人 

アクセス可能な海辺延長の割合 14.5 ％ 16.1 ％ 

多目的遊水地の面積 － 33.8 ha 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 令和 4年度(目標) 

公園・緑地※１ 1,159か所 1,281か所 

公園・緑地面積 968 ha 1,075 ha 

大規模な公園※２の利用者数 314 万人 350 万人 

アクセス可能な海辺延長の割合 14.5 ％ 16.1 ％ 

多目的遊水地の面積 － 33.8 ha 

 

 
項目    年度 平成 22年度(現況) 平成 33年度(目標) 

緑と花の活動拠点 6か所 8か所 

花いっぱい地域活動団体 451 団体 490 団体 

花のコンテスト出展団体 73団体／回 130団体／回 

 
項目    年度 平成 22年度(現況) 令和 4年度(目標) 

緑と花の活動拠点 6か所 8か所 

花いっぱい地域活動団体 451 団体 490 団体 

花のコンテスト出展団体 73団体／回 130団体／回 

項目    年度 平成 22年度(現況) 平成 33年度(目標) 

緑の出張教室開催 － 35 回 

緑と花の地域リーダー 127 人 235 人 

緑の保全に係る人材育成団体  12 団体 32 団体 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 令和 4年度(目標) 

緑の出張教室開催 － 35 回 

緑と花の地域リーダー 127 人 235 人 

緑の保全に係る人材育成団体  12 団体 32 団体 

 

項目    年度 平成 22年度(現況) 平成 33年度(目標)  概ね 50年後 

市街化区域内

の緑地の確保

目標 

1,330 ha 

10.3 ％ 

1,410 ha 

11.0 ％ 
 さらに増 

 

項目    年度 平成 21年度(現況) 平成 33年度(目標)  概ね 50年後 

緑被地の 

確保目標 

13,168 ha 

48.4 ％ 
現状維持  ５割以上 

 

項目    年度 平成 21年度(現況) 平成 33年度(目標)  概ね 50年後 

市内の花や緑は豊かだと 

感じている市民の割合 
62.3 ％ ７割以上 

 

８割以上 

身近な水辺に親しみを 

感じている市民の割合 
36.4 ％ ４割以上 ６割以上 

 



改正前 改正後 

資料１ 

２ 計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

資料１ 

２ 計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑と水辺の 

まちづくりプラン 

（平成 24年度 

～33年度） 

景観計画 

（平成 22年から） 

環境基本計画 

（平成 23年度～33年度） 

都市計画マスタープラン 

（平成 16年～27年） 

即する 

適合 

調和 

基本構想 
（21世紀を展望） 

新基本計画 
（平成 24年度～33年度） 

実施計画（3か年の計画） 
適宜、事業を位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑と水辺の 

まちづくりプラン 

（平成 24年度 

～令和 4年度） 

景観計画 

（平成 22年から） 

環境基本計画 

（平成 23年度～33年度） 

都市計画マスタープラン 

（平成 16年～27年） 

即する 

適合 

調和 

基本構想 
（21世紀を展望） 

新基本計画 
（平成 24年度～33年度） 

実施計画（3か年の計画） 
適宜、事業を位置付け 


